
国際ロータリー第2790地区第5グループ

2026-27年度　第9回例会(通算第2736回)週報

2026年9月9日(水)

出席

会員 44名　出席 27名　欠席 17名

出席率　　　　65.85%(27/41)

修正前出席率　66.66%

修正後出席率　83.33%

欠席者【敬称略】

石井、江崎、大里、加藤、金見、叶川、阪中、嶋

津、四宮、鈴木(秀)、鶴岡、林田、藤野、渡邉(元)

メイクアップ【敬称略】

9/2 RLI実行委員会

石田、松岡

9/5 インターアクト海外研修説明会

石田

例　会

■司会進行 青木和義副S.A.A.

◆点鐘 石田亨会長

◆ロータリーソング斉唱 「我等の生業」

◆四つのテスト 内田重会員

◆ゲスト・来訪ロータリアン紹介 石田亨会長

白井RC　 ポリオプラス委員長 畠山泰哲様

TENPOS(株)専務 松本綾様

◆来訪ロータリアン挨拶

◇白井RC　 ポリオプラス委員長　畠山泰哲様

◇TENPOS(株)専務　松本綾様

◆会長挨拶・報告 石田亨会長

皆さま、こんにちは。

本日も多忙の中、9月第2回例会にご出席いただき、誠に

ありがとうございます。

会　長 石 田 亨

幹　事 佐 藤 優 希

会報・IT活用委員会委員長 石 束 貴

副委員長 藤 田 洋 行

RI会長 オラインカ H.　ババロラ

ガバナー 森 島 弘 道

ガバナー補佐 黒 岩 靖 之



9月に入りましても、残暑の厳しい日もあれば、雨が続き

肌寒い日もあり、体がついていけないこの頃です。皆さま

体調管理には十分留意してください。

さて、ロータリーでは9月を「基本的教育と識字率向上月

間」と定めています。

教育は、子どもたちが将来、自分の人生を切り拓いてい

くための大切な基盤です。

そして、文字を読み、書き、理解する力は、学ぶだけで

はなく、人と人とがつながり、社会の中で自分らしく生き

ていくためにも欠かせないものです。

しかし世界には、今なお十分な教育を受けることができ

ない子供たちがいます。

私たちの身近な地域に目を向けましても、子どもたちを

取り巻く環境は、決して一様ではありません。

だからこそ、ロータリーが教育を支援する意味があるの

だと思います。

木更津東ロータリークラブでも、岩根小学校での大豆栽

培や味噌づくりなど、子どもたちと直接ふれあいながら学

びを支える活動があります。

こうした活動は、単に農作物を育て、味噌をつくるとい

うことだけではありません。

子どもたちが自分の手を動かし、仲間と協力し、失敗や

発見を経験する。

その一つひとつが、子どもたちの「学ぶ力」や「生きる

力」につながっていくのだと思います。

今年度、私たちは「実践躬行」を掲げています。

思っているだけではなく、自ら行動する。誰かがやって

くれるのを待つのではなく、自分たちが一歩を踏み出す。

これこそがロータリーの奉仕の原点ではないでしょうか。

9月の「基本的教育と識字率向上月間」を機会に、私たち

一人ひとりが教育の大切さについて改めて考え、そして地

域の子どもたちの成長のために何ができるのかを考えてみ

たいと思います。

一人のロータリアンの小さな行動が、子どもたちの未来

を明るくすることがあります。

そして、その小さな行動が会員同士の力によって積み重

なれば、木更津東ロータリークラブとして大きな力になる

はずです。

これから秋に向けて、さまざまな活動が続いてまいりま

す。

会員の皆さまには、ぜひ積極的に参加していただき、

「実践躬行」という今年度の思いを、実際の行動として一

つひとつの形にしていきたいと思います。

私自身も会長として、皆さまとともに考え、ともに行動

し、地域の未来に少しでも貢献できるクラブを目指してま

いります。

本日の例会が、皆さまにとりまして実りある時間となり

ますことを願い、会長挨拶とさせていただきます。

本日もどうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。

◆幹事報告 佐藤優希幹事

1. 第3回理事会報告

1) 出席者:7名

1) 2026年度8月収支報告の件

→承認されました。

2) アクアラインマラソンボランティアの件

→承認されました。

3) 新会員の件

鈴木泰智様　推薦者:加藤智生会員

→承認されました。

冨沢通俊様　推薦者:江﨑勝博会員

→承認されました。

2. 幹事報告

1) 今月のロータリーレートは160円です。

2) ロータリー財団統括委員会よりポリオプラス・ソサエ

ティのご案内が届いております。

3) ガバナー事務局より「財団室NEWS　9月号」が届いてお

ります。回覧いたします。

4) 国際ロータリー第1地域ロータリー財団コーディネー

ターよりお知らせが届いております。回覧いたします。

3. 他クラブからのお知らせ

なし

4. その他のお知らせ

1) 一般財団法人比国育英会バギオ基金より「バギオだより

第116号」が届いております。回覧いたします。

5. クラブ外での活動について

8月27日　インターアクト年次大会 

会場:東海大学付属市原望洋高等学校

出席者:石田亨会長、佐藤優希幹事、近藤直弘会員(イ

ンターアクト委員会委員)

・

8月29日　奉仕プロジェクトセミナー 

会場:TKPガーデンシティ千葉

出席者:石田亨会長、佐藤優希幹事、鶴岡大治会長エ

レクト、石井文子会員

・

9月2日　RLI実行委員会 

会場:千葉

出席者:石田亨会長、松岡邦佳会員(RLI実行委員会委

員長兼RLI委員会委員)

・



◆委員会報告

◇雑誌・姉妹クラブ委員会 宮寺順子委員長

ロータリーの友9月号紹介

ロータリーの友9月号横組6ページから11ページに掲載さ

れている「ロータリーのブランドについて考える」を読

み、ロータリーの素晴らしい活動を社会に伝えることの重

要性を改めて感じました。

私たちは、地域の清掃活動や青少年の育成、災害支援、

国際協力など、地域や世界のためにさまざまな奉仕活動を

行っています。しかし、どれほど意義のある活動であって

も、その目的や成果が地域の皆さまに伝わらなければ、活

動の価値を十分に理解していただくことはできません。活

動を継続し、より多くの人の協力を得るためには、実施す

るだけでなく、社会に向けて分かりやすく発信することが

必要だと感じました。

特に印象に残ったのは、「良いことをしているだけでは

伝わらない」という考え方です。例えば、奉仕活動の実施

報告をする際にも、何をしたかだけでなく、なぜその活動

を行ったのか、誰のためになったのか、どのような成果や

変化が生まれたのかを具体的に伝えることが大切と言う事

です。

活動に込めた思いや、参加した人々の声を紹介すること

で、ロータリーを知らない方にも活動の意義を身近に感じ

ていただけると思います。

また、写真や言葉の選び方、ロータリーのロゴの適切な

活用など、発信の方法を統一することが信頼につながると

いう点も大変参考になりました。正確で分かりやすい情報

を継続的に発信すれば、ロータリーがどのような団体で、

社会にどのような貢献をしているのかを理解していただき

やすくなります。その結果、地域の方々からの理解や協力

が得られ、新たな会員や活動の担い手との出会いにも、つ

ながると感じました。

今後は私自身も、奉仕活動に参加するだけでなく、その

目的や成果を周囲に伝えることを意識したいと思います。

ロータリーの活動を社会に正しく、継続的に発信すること

は、単なる広報ではなく、活動を次の世代へつなぎ、より

大きな奉仕へ発展させるための重要な役割だと思いまし

た。

ロータリーの魅力と価値を一人でも多くの方に知ってい

ただくことで、地域社会との信頼関係を深め、共により良

い社会を築いていけるのだと改めて思いました。

縦組11ページの鎌倉ロータリークラブの久保田英男さん

のエッセイを読んで、トルコという国にとても興味を持ち

ました。

私はこれまでトルコと聞くと、カッパドキアや気球、あ

るいはケバブくらいしか思い浮かびませんでした。しかし

今回のエッセイを読んで、トルコがアジアとヨーロッパの

文化が交わる場所であり、その歴史や文化が食べ物にも深

く反映されていることを知りました。

特に印象に残ったのは、ヨーグルトの語源が古代トルコ

語に由来しているという話です。私たちが普段何気なく口

にしている食べ物にも長い歴史があり、世界中の人々の暮

らしや文化がつながっているのだと感じました。

また、「マントゥ」という料理が餃子によく似ているこ

とや、ピデがピザを連想させることなど、シルクロードを

通じて食文化が広がり、それぞれの地域で独自に発展して

きたことにも興味を持ちました。食べ物を通して歴史を学

ぶことができるのは、とても面白いことだと思います。

さらに、トルココーヒーやトルコアイスなど、日本でも

名前はよく知られているものの、その背景や作り方につい

ては知らないことばかりでした。記事を読みながら、実際

に現地を訪れて本場の味を体験してみたいという気持ちに

なりました。

ロータリーでは国際理解や親善を大切にしていますが、

異なる文化を知り、理解しようとすることもその第一歩だ

と思います。久保田さんのエッセイを通じて、遠い国の文

化に触れながら、人と人とのつながりの大切さを改めて感

じることができました。

いつか機会があればトルコを訪れ、記事で紹介されてい

た料理を味わいながら、その国の歴史や文化に直接触れて

みたいと思います。

◇社会奉仕プロジェクト委員会・青少年奉仕委員会

倉島和広会員

9月9日(水)の11時に真板校長、米本インターアクト顧

問、インターアクトの生徒の皆さんへ皆さんから集まった

ボトルキャップを進呈しました。

ロータリーからは石田会長、内田社会奉仕委員長、近藤

インターアクト地区委員と倉島が参加しました。



◆ニコニコボックス・出席報告 外崎広旭会員

○石田亨会長

本日は、ポリオプラス畠山委員長の卓話ありがとうござ

います。会員の皆様、ポリオ募金よろしくお願いしま

す。ゲストの松本様、ぜひとも入会のご検討をよろしく

お願いします。

○堀内正人会員

本日は国際ロータリー2790地区ポリオプラス委員長、畠

山様の卓話を楽しみに参りました。よろしくお願いいた

します。

○渡邉愼司会員

畠山委員長、本日の卓話をよろしくお願いします。松本

さん、ようこそ当クラブへ。10月中旬位になったら蓮田

に見に来て下さい。

○外崎広旭会員

本日は白井RCより今年度のポリオプラス委員会委員長の

畠山様に卓話をして頂きます。ポリオ根絶まであと少し

となってきましたので、皆様のご寄付により根絶を目指

していきましょう。

■例会アワー ポリオプラス委員会

「あと少しを諦めない」

白井RC　 ポリオプラス委員長　畠山泰哲様

◆卓話スライド







◆点鐘 石田亨会長

例会日:毎週水曜日 PM12:30〜1:30
例会場:木更津商工会館 TEL　0438-37-8700

事務局:木更津市朝日1丁目2-29 シグママンション朝日B棟105号

TEL　0438-25-0716　 FAX　0438-25-0718
木更津東ロータリークラブ事務局メールアドレス　eastkisarazu-rc@nifty.com
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